






【６】

年
度
に
は

件
の
相
談

１８

３１０

　
児
童
虐
待
の
相
談
件
数
は
、
県
内

で
も
平
成
９
年
度
か
ら
増
え
続
け
、

　
年
度
に
は
３
１
０
件
も
寄
せ
ら
れ

１８て
い
ま
す
。　

年
度
の
相
談
状
況
を

１８

見
て
み
る
と
、
年
齢
区
分
で
は
３
歳

か
ら
小
学
生
ま
で
が
最
も
多
く
、
２

１
３
件
と
全
体
の
６
割
以
上
を
占
め

て
い
ま
す
（
７
㌻
グ
ラ
フ
）
。

　
虐
待
の
種
類
に
は
直
接
的
に
危
害

を
加
え
る
身
体
的
虐
待
、
育
児
に
必

要
な
行
為
を
行
わ
な
い
ネ
グ
レ
ク
ト

（
育
児
放
棄
）
、
心
が
傷
つ
く
行
為
を

行
う
心
理
的
虐
待
、
性
的
行
為
な
ど

を
強
要
す
る
性
的
虐
待
が
あ
り
ま
す
。

県
内
の
相
談
件
数
と
し
て
は
ネ
グ
レ

に
は
長
い
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
児

童
虐
待
を
防
ぐ
た
め
、
必
要
と
さ
れ

て
い
る
も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
虐
待
に
陥
る
要
因
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
の
は
社
会
か
ら
の
孤
立
。
誰
に

も
相
談
で
き
ず
悩
み
を
抱
え
る
親
子

に
は
、
周
囲
の
温
か
い
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
家
族
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
も
悩
ん

で
い
る
親
子
を
優
し
く
支
え
て
あ
げ

る
こ
と
が
育
児
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
し
、

虐
待
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
子
供
は
家
族
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
存
在
な
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
地
域
に
と
っ
て
も
明
日
の
山
田

を
担
う
大
切
な
宝
。
子
供
の
健
や
か

な
成
長
の
た
め
、
か
つ
て
の
日
本
社

会
に
存
在
し
た
「
地
域
ぐ
る
み
で
の

子
育
て
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
育
て
相
談
窓
口
の
利
用
を

　
町
で
は
、
子
育
て
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
育
児
に
不
安
や
悩

み
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
内
容
　
　
歳
未
満
の
子
供
に

１８

関
す
る
養
育
、
障
害
、
非
行
な
ど

の
問
題
全
般

▽
相
談
方
法
　
電
話
ま
た
は
面
接
相

談
（
匿
名
で
の
相
談
も
で
き
、
相

談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
）

▽
相
談
時
間
　
午
前
８
時
半
～
午
後

５
時
半
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）

◆
相
談
先
・
問
い
合
わ
せ
　
役
場
保

健
福
祉
課
児
童
福
祉
担
当
（
察
　８２

－

３
１
１
１
内
線
１
３
１
）
へ
。
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近
年
、
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
件
数
が
急
増
し
て
お
り
、

ま
た
、
全
国
的
に
は
虐
待
に
よ
り
子
供
の
生
命
が
奪
わ
れ
る

痛
ま
し
い
事
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
県
内
に

お
け
る
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
の
状
況
と
、
町
の
支
援
体

制
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。ク

ト
と
身
体
的
虐
待
が
ほ
ぼ
同
数
で

多
く
、
続
い
て
心
理
的
虐
待
の
順
と

な
っ
て
お
り
、
性
的
虐
待
の
相
談
も

少
数
で
す
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
虐
待
が
起
き
る
要
因
と
し
て
は
、

核
家
族
化
が
進
み
、
地
域
と
の
関
係

が
希
薄
化
し
た
こ
と
で
悩
み
を
相
談

で
き
る
人
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
る
育

児
ス
ト
レ
ス
や
家
庭
の
問
題
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
行
過
ぎ
た

「
し
つ
け
」
に
よ
る
虐
待
や
親
の
身
勝

手
な
行
動
に
よ
り
虐
待
と
な
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

周
囲
の
温
か
い
支
え
が
大
切

　
虐
待
を
受
け
た
子
供
は
心
身
と
も

に
深
い
傷
を
負
い
、
立
ち
直
る
た
め
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　あなたの近所で諮夜中に子

供が外で泣いている諮子供の

顔や体に不審な傷跡がある

――ということはありません

か。周辺で虐待の可能性を感

じたら、早期発見のためにも

至急情報をお寄せください。

　通告を受け調査した結果、

虐待でなかったとしても、通

告した方の責任は問われませ

ん。また、通告した方の氏名

などの秘密は堅く守られます。

◆通告先　役場保健福祉課児

童福祉担当（察８２－３１１１内

線１３１）

※緊急時には、夜間や閉庁日

にも受け付けます。

「虐待では？」
と感じたら…

【７】

◆児童虐待相談受け付け件数（年度別）

◆虐待内容の区分◆相談対象児童の年齢

県内での児童
虐待相談状況

※グラフは平成１８年度のデータ

県立療育センター

主任相談支援員

長谷川  嘉  代  子  さん
か よ こ

県
内
の
相
談
状
況
、
情
緒
障
害
児
短

期
治
療
施
設
こ
と
り
さ
わ
学
園
で
の

勤
務
経
験
か
ら
虐
待
の
事
例
を
紹
介
。

「
子
供
に
過
剰
な
期
待
を
求
め
る
あ

ま
り
、
虐
待
に
発
展
す
る
ケ
ー
ス
が

多
い
。
子
供
の
発
達
度
合
い
を
親
が

理
解
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
説
き
ま

し
た
。

　
そ
の
一
方
で
「
地
域
の
方
々
は
、

家
庭
が
地
域
か
ら
孤
立
し
た
環
境
で

は
虐
待
が
起
こ
り
や
す
い
と
い
う
認

識
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
関
係
機
関

も
親
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン
を
見

逃
さ
な
い
こ
と
が
大
事
で
す
」
と
周

囲
の
見
守
り
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
最
後
に
長
谷
川
さ
ん
は
「
子
育
て

で
問
題
が
発
生
し
た
と
き
、
親
が
自

分
た
ち
だ
け
で
解
決
し
よ
う
と
す
る

の
は
困
難
で
あ
る
。
育
児
相
談
に
つ

い
て
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
相

談
窓
口
の
Ｐ
Ｒ
を
十
分
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
支
援
体
制
周
知
の

必
要
性
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　
　
月
３
日
、
町
で
は
関
係

１０
者
を
対
象
と
し
た
児
童
虐
待

防
止
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
会
場
と
な
っ
た
町
中
央

公
民
館
に
は
保
育
・
教
育
関

係
者
や
民
生
児
童
委
員
な
ど

　
人
が
出
席
。「
虐
待
の
問

８０題
を
通
し
て
～
虐
待
の
早
期

発
見
と
予
防
的
支
援
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
県
立
療
育
セ

ン
タ
ー
主
任
相
談
支
援
員
の

長
谷
川
嘉
代
子
さ
ん
に
よ
る

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
子
供
た
ち
が

虐
待
に
よ
り
受
け
る
影
響
や

相談窓口の周知訴える

児童虐待防止講演会を開催

殴る、蹴る、投げ飛ばす、

戸外に締め出す、タバコ

の火を押し付けるなど

身体的虐待

食事を与えないなど身の

回りの世話をしない、家

に置き去りにするなど

ネグレクト

言葉による脅し、極端な

無視、兄弟間で差別、子

供の前での夫婦喧嘩など

心理的虐待

子供に性的行為の強要、

ポルノグラフィーの被写

体にするなど

性 的 虐 待

◆主な虐待の種類



震源から離れるほど猶予時間が長くなります

情報発表から主要動到達までの猶予時間

0秒 5秒 10秒 15秒

情
報
を
発
表

気象庁 報道機関・
防災機関など

住民への
伝達

Ｓ波
（主
要動
）

Ｐ波
（初
期微
動）

瞬時の
データ
伝送

緊急地
震速報

　
気
象
庁
で
は
、　

月
１
日
か
ら
「
緊
急
地
震

１０

速
報
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
同
速
報
は
、
地
震

に
よ
る
強
い
揺
れ
を
事
前
に
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
を
目
指
す
情
報
シ
ス
テ
ム
で
す
。
強
い
揺
れ

が
到
達
す
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
間
に
身
を
守
り
、

地
震
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
ま
し
ょ
う
。

　
緊
急
地
震
速
報
は
、
地
震
が
発
生

し
た
と
き
に
生
じ
る
初
期
微
動
を
感

知
し
、
強
い
揺
れ
が
到
達
す
る
前
に

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
を
目

指
す
情
報
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
地
震
が
起
き
る
と
、
弱
い
揺
れ
の

Ｐ
波
（
初
期
微
動
）
と
強
い
揺
れ
の

Ｓ
波
（
主
要
動
）
が
発
生
。
Ｐ
波
は

Ｓ
波
よ
り
伝
わ
る
の
が
速
い
こ
と
か

ら
、
震
源
地
近
く
で
Ｐ
波
が
観
測
さ

れ
る
と
瞬
時
に
気
象
庁
へ
デ
ー
タ
が

送
ら
れ
、
報
道
機
関
を
通
じ
て
速
報

を
発
表
。
強
い
揺
れ
が
来
る
ま
で
の

時
間
（
猶
予
時
間
）
を
知
ら
せ
ま
す
。

　
震
源
地
か
ら
離
れ
る
ほ
ど
猶
予
時

間
は
長
く
な
り
ま
す
が
、
震
源
地
付

近
で
は
Ｐ
波
と
Ｓ
波
の
到
達
時
間
に

差
が
出
な
い
こ
と
か
ら
、
強
い
揺
れ

が
起
き
る
ま
で
に
速
報
が
間
に
合
わ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
報
道
機
関
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

　
速
報
は
、
最
大
震
度
５
弱
以
上
と

推
定
さ
れ
る
地
震
の
際
に
、
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
な
ど
報
道
機
関
か
ら
震
度

４
以
上
の
強
い
揺
れ
が
起
き
る
地
域

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
専
用
回
線
な
ど

を
利
用
し
た
速
報
専
用
受
信
端
末
で

受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
速
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き

に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
電
源
が

入
っ
て
い
な
い
と
聞
く
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
速
報
に
は
技
術
的

な
限
界
が
あ
り
、
震
源
や
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
、
震
度
な
ど
の
精
度
が
十

分
で
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
わ
ず
か
な
時
間
で
で
き
る
こ
と

　
緊
急
地
震
速
報
か
ら
強
い
揺
れ
が

到
達
す
る
ま
で
の
猶
予
時
間
は
、
数

秒
か
ら
長
く
て
も
数
十
秒
程
度
。
こ

の
わ
ず
か
な
時
間
の
間
に
何
ら
か
の

対
策
を
取
る
こ
と
で
、
地
震
被
害
を

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
身
を

守
る
こ
と
を
最
優
先
に
し
、
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
ま
し
ょ
う
。

　
行
動
例
と
し
て
は
、
建
物
内
で
は

初
期
の
揺
れ
感
知
し
情
報
提
供

　
月
か
ら
緊
急
地
震
速
報
開
始

１０

【８】

地震
発生

数秒後

Ｐ
波（
初
期
微
動
）を
観
測

震源近くで地震（Ｐ波）を検知すると、
直ちに緊急地震速報を発信するための処
理を開始します。地震波との競争です。

地震計

Ｓ波
（主
要動
）

（主
要動
）

Ｓ波
（主
要動
）

Ｐ波
（初
期微
動）

（初
期微
動）

Ｐ波
（初
期微
動）

　後続車が速報を聞いていないこともあるので、急ブレーキは避

けてハザードランプを点灯し、ゆっくりスピードを落としましょ

う。強い揺れを感じたら、道路状況を見ながら道路左側の安全な

場所に停車してください。

　山やがけ付近

では、落石やが

け崩れが起きる

可能性があるの

で近づかないよ

うにしましょう。

　家庭で緊急地震速報が出たら、頭を守って大きな家具から離れ、

丈夫な机の下などに隠れましょう。慌てて家の外に飛び出すのは

危険です。また、火の始末は自分が近くにいる場合だけとし、無

理して遠くの火元へ行かないようにしてください。できれば扉を

開けて避難する準備をしておきましょう。

※この対応は学校や職場などほかの場所でも応用できます。何を

したらよいか考えておくとよいでしょう。

　屋外で情報を聞いた場合

は、ブロック塀や自動販売

機などが倒れることがある

ので、離れるようにしま

しょう。また、ビルのそば

は壁や看板、ガラスが落ち

てくることがあるので危険

です。ビルから離れるか、

丈夫なビルの場合はビル内

に避難しましょう。

◆緊急地震速報のしくみ

◆家庭や学校、職場では

◆屋外では

◆自動車を運転中の場合は

机
の
下
に
隠
れ
る
な
ど
頭
の
保
護
、

屋
外
で
は
崩
れ
そ
う
な
危
険
な
場
所

（
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
ビ
ル
の
そ
ば
、
が

け
な
ど
）
か
ら
離
れ
る
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
普
段
か
ら
の
備
え
が
大
切
で
す

　
今
後
　
年
以
内
に
　
％
の
確
立
で

３０

９９

発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
宮
城
県

沖
の
地
震
で
す
が
、
地
震
の
具
体
的

な
発
生
時
期
を
特
定
し
た
り
、
地
震

の
発
生
自
体
を
止
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な

い
地
震
に
対
し
わ
た
し
た
ち
が
で
き

る
こ
と
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
対

処
で
き
る
よ
う
に
、
普
段
か
ら
の
備

え
を
十
分
に
し
て
お
く
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
緊
急
避
難
袋
や
懐
中
電
灯
、
携
帯

ラ
ジ
オ
な
ど
物
品
の
備
え
は
も
ち
ろ

ん
、
速
報
が
出
た
と
き
何
を
す
る
べ

き
か
と
い
う
心
の
備
え
も
大
切
で
す
。

今
一
度
ご
家
族
で
緊
急
時
の
対
処
法

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
役
場
総
務
課
防
災

対
策
主
幹
（
察
　－

３
１
１
１
内

８２

線
４
６
０
）
へ
ど
う
ぞ
。

【９】

速報が出たら…速報が出たら速報が出たら……



　
近
年
、
総
医
療
費
の
上
位
を

占
め
る
生
活
習
慣
病
。
少
子
高

齢
化
社
会
を
迎
え
、
医
療
費
の

高
騰
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
厚
生
労
働
省
に
よ
る

医
療
制
度
改
革
の
一
環
と
し
て

「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」

が
来
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
同
制
度
は
病
気
の
予
防
に
重

点
を
置
き
、
将
来
皆
さ
ん
が
支

払
う
保
険
料
が
で
き
る
だ
け
高

く
な
ら
な
い
よ
う
、
医
療
費
を

抑
制
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
原
因
　

　
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す

大
き
な
要
因
は
、
運
動
不
足
や

病病
気気
の
「
発
見
」
か
ら
「
予
防
」へ

ロ
ー
ム
に
着
目
。
生
活
習
慣
の
改
善

が
必
要
な
方
を
、
健
診
に
よ
り
選
定

し
ま
す
。
国
保
の
方
は
町
の
健
診
で
、

社
保
な
ど
の
方
は
各
保
険
者
が
指
定

す
る
機
関
で
年
に
１
度
健
診
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
定
保
健
指
導
で
は
、
特

定
健
診
に
よ
り
生
活
習
慣
の
改
善
が

必
要
と
診
断
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、

そ
の
方
に
合
わ
せ
た
生
活
習
慣
の
改

善
計
画
を
立
て
、
行
動
に
移
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

　
健
診
受
け
自
分
の
体
知
ろ
う

　
生
活
習
慣
病
に
は
自
覚
症
状
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
自
分
で
は
気
付
か
な

い
う
ち
に
進
行
し
て
し
ま
い
ま
す
。

見
つ
か
り
に
く
い
生
活
習
慣
病
を
早

め
に
発
見
す
る
た
め
に
は
、
健
診
を

受
け
て
そ
の
結
果
か
ら
判
断
す
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
健
診
を
受
け
る
こ

と
は
自
分
の
体
を
知
る
絶
好
の
機
会
。

い
つ
ま
で
も
健
康
を
維
持
す
る
た
め
、

年
に
１
度
の
機
会
を
有
効
に
活
用
し

ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
役
場
住
民
生
活
課

医
療
給
付
担
当
（
察
　－

３
１
１

８２

１
内
線
１
２
４
）
へ
ど
う
ぞ
。

偏
っ
た
食
生
活
な
ど
か
ら
生
じ
る
内

臓
脂
肪
型
肥
満
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
内
臓
脂
肪
型
肥
満
が
進
行

し
、
さ
ら
に
高
血
糖
や
脂
質
異
常
、

高
血
圧
の
う
ち
２
つ
以
上
に
該
当
す

る
方
を
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
」
と
い
い
ま
す
。
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
動
脈
硬
化

の
危
険
因
子
を
合
わ
せ
持
っ
た
状
態

の
こ
と
で
、
高
血
糖
や
脂
質
異
常
な

ど
一
つ
一
つ
の
症
状
は
軽
く
て
も
、

複
数
が
寄
り
集
ま
る
こ
と
で
動
脈
硬

化
に
陥
り
や
す
く
な
り
、
そ
の
結
果

心
疾
患
や
脳
卒
中
な
ど
命
に
か
か
わ

る
病
気
を
発
症
す
る
危
険
性
が
非
常

に
高
く
な
り
ま
す
。

　
特
定
健
診
で
は
、
生
活
習
慣
病
の

要
因
で
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

　
来
年
４
月
か
ら
各
保
険
者
に
「
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
」
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。　

歳
～
　
歳
の
方
が
対
象
と
な
る
こ
の
制

４０

７４

度
は
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
と
か
か
わ
り
の
深

い
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
に
着
目
。

健
診
で
生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要
と
診
断
さ
れ

た
方
に
対
し
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

メメタボリックシンドロータボリックシンドロームム
とはとは？？

　メタボリックシンドローム（内臓脂肪型症候群）

とは諮内臓脂肪（胃や腸など内臓の周りにつく脂肪）

の過剰な蓄積諮高血圧諮高血糖諮脂質異常雌雌など

動脈硬化の危険因子を合わせ持った状態をいいます。

◆メタボリックシンドロームの診断基準

　腹囲（おへそ周り）が男性８５㌢以上、女性９０㌢以

上で次の項目のうち２つ以上該当する人。

　・血糖値（空腹時）　　１１０㎎／殊以上

　・脂質　中性脂肪　  　１５０㎎／殊以上または

　　　　　ＨＤＬコレステロール　４０㎎／殊未満

　・血圧　収縮期　１３０㎜Hg以上または

　　　　　拡張期　８５㎜Hg以上

※特定保健指導の対象者を選定する場合は、上記３

項目にＢＭＩや喫煙・服薬歴が加えられ、血糖基

準値が空腹時１００㎎／殊またはヘモグロビンA１c

　５.２％以上となります。

特
定
特
定
健健
診
・
特
定
保
健
指
導

【１０】

シリーズ：変わる医療制度②



町民登場

　「
県
体
育
協
会
か
ら

話
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、

と
て
も
驚
き
ま
し
た
」

と
話
す
小
田
島
哲
男
さ

ん
。
９
月
　
日
か
ら
行

２９

わ
れ
た
秋
田
わ
か
杉
国

体
の
開
会
式
で
、
相
撲

競
技
に
出
場
す
る
小
田

島
さ
ん
が
、
県
選
手
団

旗
手
を
務
め
ま
し
た
。

　「
旗
手
は
天
皇
・
皇
后

両
陛
下
の
前
を
通
る
と

き
に
旗
を
前
方
に
出
し

ま
す
が
、
出
し
方
を
間

違
え
な
い
よ
う
に
す
る

沿
岸
で
相
撲
の
選
手
育
て
た
い

さ
ん
。
同
校
で
相
撲
同
好
会
を
立
ち

上
げ
、
２
年
生
の
部
員
１
人
と
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。「
室
内
練
習
場

が
無
い
の
で
、
冬
期
の
練
習
方
法
を

考
え
る
の
が
現
在
の
課
題
で
す
。
今

後
は
部
員
を
増
や
し
て
チ
ー
ム
を
作

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
会
に
出
場
し
た

い
」
と
意
欲
を
見
せ
ま
す
。

　「
山
田
だ
け
で
な
く
、
沿
岸
地
区

全
体
で
相
撲
を
も
っ
と
盛
ん
に
し
、

大
き
い
大
会
で
入
賞
で
き
る
力
を
つ

け
た
子
供
た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い

で
す
ね
」
と
相
撲
の
普
及
振
興
に
情

熱
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

小田島 哲  男 さん（船越・４２歳）
てつ お

国体で岩手県選手団旗手を務めた

こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
」
と

開
会
式
の
様
子
を
語
り
ま
す
。

　
旧
浄
法
寺
町
出
身
の
小
田
島
さ
ん

は
、
周
囲
の
環
境
や
父
親
の
影
響
も

あ
っ
て
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
相
撲
一

筋
。
高
校
生
の
こ
ろ
か
ら
国
体
に
出

続
け
、
出
場
回
数
は
こ
れ
ま
で
　
年
１９

連
続
、　

回
を
数
え
ま
し
た
。
し
か

２１

し
、
小
田
島
さ
ん
が
出
場
し
た
成
年

チ
ー
ム
Ｂ
（
教
員
２
人
、　

歳
以
下

２５

青
年
１
人
）
は
今
回
を
最
後
に
廃
止

さ
れ
、
最
強
チ
ー
ム
の
み
の
出
場
と

な
る
と
の
こ
と
。「
若
い
人
た
ち
に

は
か
な
わ
な
い
か
ら
、
選
手
と
し
て

の
出
場
は
今
回
が
最
後
か
な
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

　
本
年
４
月
に

山
田
高
校
に
赴

任
し
た
小
田
島

　１０月１２日に行われた県中学校駅伝大会で、山田中男

子が優勝、女子が２位に入賞する活躍を見せました。

　大会は花巻市で行われ、男子の部には４０チームが出

場しました。山田中は２区でトップに立つと、首位を

キープしたままアンカーの斉藤翔太君（３年）へ。斉

藤君は区間賞の走りで２位以下を大きく引き離して

ゴールテープを切り、９年ぶり２度目の優勝を飾りま

した。また、女子の部には４１チームが出場。山田中は

４区佐々木麗華さん（２年）の区間賞をはじめとした

好走が光り、見事２位でゴールしました。結果、男子

は全国大会と東北大会、女子は初出場となる東北大会

への切符を手にしました。

　男子キャプテンの沼崎瑞希君（３年）は「優勝を目

指して参加しましたが、勝つことができてうれしいで

す。全国大会では、順位を気にせずいい走りをするこ

とに集中したい」、女子キャプテンの川村絵理さん（２

年）は「２位に入賞できてすごくうれしかったです。

１・２年生のチームなので、来年は優勝を目指します。

東北大会では、入賞を目指してベストの走りをした

い」と抱負を述べていました。

　東北大会は１１月３日に秋田県秋田市で、全国大会は

１２月１５日に山口県山口市で開催される予定となってお

り、生徒たちの活躍に大きな期待が寄せられています。

男子優勝、女子も準Ｖに
県中学校駅伝大会で山田中が活躍

【１１】

全国大会への出場を決めた山田中男子の皆さ全国大会への出場を決めた山田中男子の皆さんん

東北大会初出場の山田中女子の皆さ東北大会初出場の山田中女子の皆さんん



安
全
は
自
分
で
」
を
合
言
葉
に
交
通

事
故
防
止
を
誓
い
合
い
、
県
民
運
動

を
無
事
終
え
た
い
も
の
で
す
。

　
西
舘
昼
（
船
越
・
？
歳
）

歴
史
あ
る
古
里
を
世
界
的
に

　
私
は
昔
か
ら
小
説
が
好
き
で
、
若

い
時
は
三
島
由
紀
夫
、
太
宰
治
、
司

馬
遼
太
郎
を
よ
く
読
ん
だ
。

　
時
は
明
治
２
年
３
月
　
日
、
箱
館

２５

（
函
館
）
に
立
て
こ
も
る
榎
本
武
揚
ら

の
軍
艦
「
回
天
」
と
新
政
府
の
軍
艦

「
甲
鉄
」
な
ど
８
隻
が
宮
古
湾
で
激
突

し
た
。
回
天
に
は
土
方
蔵
三
、
新
政

府
軍
の
「
春
日
｣
に
は
後
の
元
帥
・

東
郷
平
八
郎
が
乗
り
込
ん
で
い
た
。

土
方
歳
三
ら
が
乗
っ
た
旧
幕
府
軍
は

宮
古
港
に
停
泊
し
て
い
た
新
政
府
軍

に
単
騎
で
突
撃
し
た
。
甲
鉄
の
土

手
っ
腹
に
乗
り
上
げ
た
回
天
か
ら
乗

り
移
り
、
白
兵
戦
で
は
善
戦
し
た
が
、

新
政
府
軍
の
新
兵
器
ガ
ッ
ト
リ
ン
グ

砲
の
前
に
劣
勢
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

退
却
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
。

　
こ
の
時
の
戦
死
者
は
幕
府
軍
　
名
、

１７

新
政
府
軍
　
名
で
、
日
本
近
代
海
戦

１１

み
ん
な
で
交
通
事
故
防
止
を

　
　
月
　
日
～
　
月
５
日
ま
で
全
国

１０

２７

１１

一
斉
に
「
夜
間
・
薄
暮
時
の
交
通
事

故
防
止
県
民
運
動
」
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
運
動
に
先
立
ち
　
月
　

１０

１９

日
、
川
井
村
で
宮
古
地
域
交
通
安
全

大
会
が
開
か
れ
、
本
町
か
ら
も
多
数

の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。
長
年
の

交
通
安
全
活
動
の
功
績
に
対
し
、
表

彰
を
受
け
ら
れ
た
本
町
３
人
の
方
々

に
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
運
動
の
一
環
と
し
て
山

田
町
交
通
安
全
母
の
会
と
宮
古
地
区

交
通
安
全
協
会
山
田
支
会
な
ど
で
は
、

　
月
　
日
に
船
越
地
区
、　

月
　
日

１０

２５

１０

２７

に
は
織
笠
地
区
で
高
齢
者
宅
を
訪
問

し
、
夜
光
反
射
材
な
ど
を
配
り
ま
し

た
。
夕
暮
れ
が
早
く
な
っ
て
き
た
の

で
、
歩
行
者
は
外
出
時
に
反
射
材
を

着
用
し
、
運
転
者
は
夕
暮
れ
時
の
ラ

イ
ト
早
め
点
灯
を
励
行
し
て
、
歩
行

者
も
運
転
者
も
自
分
の
位
置
と
存
在

を
示
し
合
っ
て
、
交
通
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
者
や
子
供
な
ど
交
通
弱
者
を

守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
小

中
学
生
か
ら
高
校
生
、
大
人
ま
で
み

ん
な
が
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
止

ま
っ
て
し
っ
か
り
確
認
し
、「
自
分
の

投
書
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

かとう ゆうき ちゃん

（大浦保育園・５歳）

　大きくなったらママのような

床屋さんになって、みんなの髪を

きれいに切ってあげたいな。

史
上
初
の
戦
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
東
郷
の
筆
に
よ

る
「
宮
古
港
戦
績
碑
」
が
建
て
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
海
戦
の
記
念
碑
は
、

浄
土
ヶ
浜
お
台
場
入
り
口
に
も
建
て

ら
れ
た
。
い
や
あ
驚
き
で
す
。
東
郷

平
八
郎
は
こ
の
海
戦
の
際
は
三
等
士

官
と
し
て
乗
り
込
ん
で
い
た
。
こ
こ

か
ら
見
物
し
て
い
た
わ
れ
わ
れ
同
郷

の
先
人
た
ち
も
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

碑
の
下
方
に
砲
弾
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

丸
い
石
が
飾
っ
て
あ
る
が
、
書
は
鈴

木
善
幸
さ
ん
で
す
。
昭
和
　
年
に
明

４３

治
百
年
を
記
念
し
て
建
立
と
あ
る
。

　
こ
ん
な
歴
史
あ
る
古
里
を
世
界
的

に
重
要
な
場
所
に
育
て
よ
う
と
皆
で

考
え
ま
し
ょ
う
。
海
藻
か
ら
エ
タ

ノ
ー
ル
を
作
る
と
い
う
研
究
が
さ
れ
、

カ
キ
、
ホ
タ
テ
の
廃
棄
貝
は
粉
状
に

し
て
プ
ラ
ズ
マ
焼
成
す
る
と
エ
イ
ズ

な
ど
の
治
療
に
使
え
る
と
い
う
。
人

類
に
役
立
つ
な
ら
政
府
も
援
助
し
ま

す
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
ふ
る
里
山
田
同
郷
の
会
　
湊
武
美

花
壇
作
り
の
協
力
者
に
感
謝

　
過
日
、
町
内
花
い
っ
ぱ
い
運
動
コ

ン
ク
ー
ル
に
参
加
致
し
ま
し
た
。
荒

川
小
学
校
よ
り
轟
木
小
学
校
ま
で
の

各
団
体
　
カ
所
の
花
壇
を
審
査
し
ま

１９

し
た
。
審
査
は
デ
ザ
イ
ン
、
生
育
状

況
、
工
夫
、
努
力
、
地
域
の
連
携
の

５
項
目
で
採
点
し
ま
す
。
ど
の
花
壇

【１２】

佐
々
木
冴
子（
　
）
１１

大
久
保
結
衣（
　
）
１２

ダ
メ
人
間（
　
）
２４

イラスト

【１３】

N
E
W
 H
O
R
I
Z
O
N（
　
）
１２

冨
山
百
恵（
？
）

ま
り
も（
　
）
１２

蛇
石
葉
月（
　
）
１０

むやみにハチを殺さないで

◆投稿規定　試住所、氏名、年齢、電話番号を明記。ペンネーム、匿名での掲載を希望する方はその旨をさら

に付け加えてください試住所、氏名が記入されていないものは掲載しません試営利・政治的活動を目的とし

たものや、特定の個人・団体をひぼう・中傷するものは掲載できません試投書を添削することがあります。

◆あて先　〒028－1392（住所不要）山田町役場総務課情報管理担当へ。

　今年もスズメバチによる被害がでました。町内

では９月に田の浜の山林で２人がオオスズメバチ

に刺され、救急車が出動しました。スズメバチが人

を襲うのは巣を守るためです。アカバチで巣から

３㍍以内、オオスズメバチは巣から５㍍以内に人が

近づいたら襲います。特にオオスズメバチは草の

茂った地中に巣を作るので、見つけにくいことが被

害を大きくしています。世界最大のオオスズメバ

チは体長６㌢、肉食性です。スズメバチによる事故

は気温の高い８、９、１０月がピークです。霜が降り

る１１月下旬には働きバチは死に、女王バチは越冬の

ため朽木のへこみなどに潜り込んで、使い捨ての巣

は空になります。一方、野生のミツバチの巣は３、

４年は使われます。巣は働きバチが分泌するろう

と 唾  液 で作られます。花の蜜を集め、花粉で子育て
だ えき

しますから巣に近づいて眺めていても刺されるこ

とはありません。巣を壊したり、いきなりハチの体

に触れば別です。ミツバチは自分の生命と引き換

えに刺します。命と引き換えですから、めったなこ

とでは刺しません。「ハチには針がある。刺さない

保証はないだろう。だから退治しておくに限る」と

いった調子で、ハチを見掛けると安易に殺してはい

ませんか。スズメバチもミツバチも巣から離れた

所にいるハチはすべて働きバチです。狩りをした

り花粉を集めたり、それぞれ仕事中なのです。人が

近づいたからといって襲いかかることはありませ

ん。あなたにまといつくように飛んだり、胸や肩に

止まったりしても刺すことはありません。（あなた

が）餌になる青虫や蜜を出す花のめしべではないこ

とが分かると飛び去ります。ハチの取り調べが終

わるまでジッと我慢、我慢。搭乗前のボディチェッ

ク気分ですね。

　ところで、通学路に立つコンクリート電柱のボル

ト穴から出入りしている黒っぽい小さなハチを見

掛けることがありますね。あれは野生のニホンミ

ツバチです。ときに黒くべっとりと電柱に群がっ

ていることもあります。近寄ってみると、盛んに花

粉を運んでいます。かわいい働き者です。山の巨

木が切られ、すみかを追われたミツバチにとって、

空洞のあるコンクリート電柱は大きな救いでした。

野生のミツバチは、家庭の花壇や船越公園の水仙園

にではなく、山の木々の間を飛び回って木の実が実

るよう受粉を手伝って蜜や花粉を集めて生きてい

ます。野性のミツバチが減ったら山の実りは悪く

なります。小鳥や獣は食べ物を得られず、熊は冬眠

できません。野生動物がすめなくなれば、森はただ

のジャングルです。シカやカモシカの異常発生を

見るかも知れませんが、森は荒れる一方です。電柱

のミツバチをむやみに殺すことを止めて、少し離れ

て眺めてみてください。そういう行動を起こすこ

とで、ミツバチが殖え始め、森の実りに回復の兆し

が見え始め、徐々に、しかし確実に山の木々は勢い

を取り戻します。山田町全体が見違えるように元

気になることを祈ります。

池 田 壽 和（織笠・７１歳）

に
も
真
っ
赤
な
サ
ル
ビ
ア
、
ブ
ル
ー

サ
ル
ビ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど

整
列
よ
く
、
夏
の
猛
暑
に
も
台
風
に

も
負
け
ず
美
し
く
咲
く
花
の
一
本
一

本
を
い
と
お
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
夏
の
水
や
り
や
除
草
、
追
肥
な
ど

手
入
れ
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
地

域
の
方
々
の
ご
苦
労
を
思
い
、
す
べ

て
に
高
得
点
を
あ
げ
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
賞
は
別
と
し
て
花
壇
作
り
で

は
ぐ
く
ま
れ
る
地
域
の
触
れ
合
い
や

親
子
の
触
れ
合
い
な
ど
、
大
切
な
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
汗
を
流
し
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
し
た
方
々
大
変
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。

　
佐
 
豊
子
（
境
田
町
・
？
歳
）

ひ
と
朝
を
命
い
っ
ぱ
い
咲
き
ほ
こ
る

名
残
り
身
に
し
む
あ
さ
が
お
の
花

　
菊
地
サ
カ
ヱ
（
織
笠
・
　
歳
）

７２

鳥
帽
子
岳

重
い
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
し
て

足
も
重
い
が
心
軽
や
か

　
大
町
テ
イ
子
（
大
沢
・
？
歳
）

ハ
イ
ハ
イ
ヤ

つ
か
ま
り
だ
ち
の
は
じ
ま
り
し

あ
こ
の
機
嫌
の
声
も
も
ち
ど
り

　
菊
地
孝
進
（
船
越
・
　
歳
）

８５

夏
惜
し
み
皆
既
月
食
仰
ぎ
み
ゆ

初
秋
の
夜
は
神
秘
的
な
り

　
大
川
ヒ
メ
子
（
大
沢
・
　
歳
）

６２

秋
祭
り
守
り
給
え
よ
お
ら
が
町

　
 
藤
兼
男
（
荒
川
・
？
歳
）

投
稿
に
は
必
ず
住
所
、
氏
名
を

　「
み
ん
な
の
ス
ペ
ー
ス
」コ
ー
ナ
ー

へ
の
多
数
の
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
町
で
は
、
投
書
や
イ
ラ
ス

ト
、
川
柳
な
ど
ス
ペ
ー
ス
の
許
す
限

り
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
中
に
は
住

所
と
氏
名
が
な
く
、
掲
載
で
き
な
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
差
出
人
不
明
の

投
稿
は
掲
載
を
お
断
り
し
て
い
ま
す

の
で
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
、
匿
名
で
の
掲

載
を
希
望
す
る
場
合
で
も
、
必
ず
住

所
と
氏
名
は
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
役
場
総
務
課
情
報

　
管
理
担
当
（
察
　－

３
１
１
１
内

８２

　
線
４
２
１
）
へ
ど
う
ぞ
。



障害者団体で交流会を開催

歌やゲームで親睦を深める

　１０月２０日、船越家族旅行村で障害団体お楽しみ交流会

が行われました。これは、障害者団体同士の交流を図る

ため実施されたもので、山田町手をつなぐ親の会や身体

障害者協議会、のんびり会の会員など７７人が参加。ボラ

ンティアの人たちによるアコーディオンの演奏や玉入れ

ゲームなどが催され、参加者は歌やゲームを通じて親睦

を深めていました。その後、手をつなぐ親の会の皆さん

から豚汁やサンマなどが振る舞われ、秋の味覚に舌鼓を

打っていました。

町民体育祭に１,２００人

豊間根地区３年連続の優勝

　１０月２日、町民体育祭が町民グラウンドを会場に開か

れました。３６回目となる今年は１１地区１,２００人が参加。

清々しい秋晴れの下、参加者は優勝目指して各種競技や

応援に熱戦を繰り広げました。結果、「団結がんばろう」

（綱引き）など後半戦の種目で高得点を重ねた豊間根地区

が３年連続で優勝。準優勝は轟木地区、３位は荒川地区

でした。また、地区対抗の応援合戦では、児童と保護者

による息の合ったダンスと見事なチアリーディングを披

露した轟木地区が、２年連続で応援賞を受賞しました。

　　　交流会館の落成祝賀会

新たな活動拠点の完成祝う
　上豊間根自治会（木村和夫会長・１２４世帯）のコミュ

ニティー活動の拠点となる上豊間根自治交流会館が完成

し、１０月２１日、地区民や関係者など７０人が参加して落成

祝賀会が開かれました。会館は、住民協働の取り組みと

して同自治会が町の助成を受けて建設したもので、構造

は木造平屋建て、延べ床面積は１８７.１５平方㍍。地元の木

材がふんだんに使われ、ぬくもりのある優しい造りと

なっています。祝賀会では、木村会長が「子供会や老人

クラブなど地区民の交流の拠点として大切に使っていき

たい」とあいさつ。沼崎喜一町長は「町の歴史に残る住

民協働事業で建てられた初の施設を活用し、さらに地区

が振興していくことを願います」と祝辞を述べました。

祝宴では地区民による歌や踊りが披露されるなど、参加

者みんなで会館の完成を祝っていました。

【１４】

上豊間根
自 治 会

商工会珠算検定

鳥居君（南小
３年 ）が２級を取得

　山田南小３年の鳥居 海  浄 君が、商工会珠算検定の２級
かい せい

を取得しました。試験は９月１６日に行われ、県内では４６

人が受験。合格者１２人という難関を乗り越え、見事合格

しました。元珠算塾経営の祖父次男さんから教えを受け、

５歳からそろばんを習い始めた鳥居君。「計算が好きな

ので、そろばんは楽しいです。学校の授業も算数が一番

好き」と明るく答えます。今月１８日には１級の試験に挑

戦する予定で、合格に向け毎日の練習に力が入ります。

大浦小で創立130周年記念式典

伝統胸にさらなる発展誓う

　１０月２１日、大浦小学校（舘澤卓宏校長・児童５２人）の創

立１３０周年記念式典が同校体育館で開かれ、児童や地区民

など１５０人が出席しました。式典では記念事業実行委員会

の阿部金一会長の式辞に続き、舘澤校長が「輝かしい歴史

と伝統は学校と家庭、地域との連携のたまものです」とあ

いさつ。同実行委員会から同校に給食設備や放送設備など

が贈られたほか、同校の歴代校長、ＰＴＡ会長、学校協力

者に感謝状が贈呈されました。アトラクションとして児童

による合唱やさんさ踊りなどが披露された後、全員で校歌

を斉唱、同校のさらなる発展を誓いました。

そば打ち体験と試食会

満足な出来に笑みがこぼれる

　１０月４日、山田町認定農業者連絡協議会（藤原長一会

長）が主催するそば打ち体験と試食会が開かれました。

町中央コミュニティセンターを会場に行われ、町民３０人

が参加。成谷自然食の会の岩脇ヨシエ会長（久慈市）の

指導で、そば打ちに挑戦しました。参加者は豆腐と卵を

混ぜたそば粉を交代でこね、のし棒で薄く延ばした後、そ

ば切り包丁で細長く切る作業を行いました。最後に自分

たちが打ったそばを試食。満足な出来栄えに、皆さんか

らは笑みがこぼれていました。

　今月の題字

鈴 木 健  斗 君
けん と

　　　（大沢小４年）

【１５】



県民・能率手帳を販売
便利な一冊をお手元に

　
２
０
０
８
年
版
の
県
民
手
帳
と
能

率
手
帳
を
販
売
し
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
、
役
場
総
務
課
ま
た
は
役
場
各

支
所
で
お
求
め
下
さ
い
。
両
手
帳
に

は
、
岩
手
県
の
概
要
や
東
京
都
内
の

地
下
鉄
路
線
図
、
郵
便
料
金
表
な
ど

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
別
冊
ア

ド
レ
ス
帳
も
付
い
て
い
ま
す
。
仕
事

に
生
活
に
役
立
つ
一
冊
を
お
手
元
に

い
か
が
で
す
か
。

▽
定
価

・
県
民
手
帳
（
ボ
ル
ド
ー
色
　
・
０

１４

㌢
×
８
・
５
㌢
）
…
６
０
０
円

・
能
率
手
帳
（
黒
色
　
・
４

㌢

×

１４

９
・
５
㌢
）
…
７
０
０
円

※
定
価
は
消
費
税
込
み
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
総
務
課
情
報

管
理
担
当
（
察
　－

３
１
１
１
内

８２

線
４
１
６
）
へ
ど
う
ぞ
。

【１６】

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

「
鉄
道
敷
設
法
」
が
可
決
、「
盛
岡
ヨ

リ
宮
古
 若
 ハ
山
田
ニ
至
ル
鉄
道
」
が

も
し
く

予
定
線
に
編
入
さ
れ
た
。
し
か

し
財
政
の
緊
迫
、
技
術
的
問
題

か
ら
敷
設
法
か
ら
除
去
さ
れ
た
。

　
大
正
７
年
、
岩
手
県
出
身
の

原
敬
が
総
理
大
臣
に
就
任
す
る

と
郡
会
議
員
菊
地
長
右
衛
門
は

山
田
庄
助
、
熊
谷
平
助
ら
有
志

の
支
援
を
得
て
代
議
士
と
し
て

政
界
に
乗
り
出
し
、
中
央
に
お

い
て
運
動
を
続
け
る
。
原
首
相
、

本
県
代
議
士
大
矢
馬
太
郎
、
鈴

　
明
治
　
年
　

２３

１１

月
、
東
北
線
上

野
―
盛
岡
間
が

開
業
、
早
速
宮

古
町
の
政
財
界

が
動
い
た
。
地

方
の
開
発
と
文

化
の
向
上
を
図

る
た
め
、
盛
岡

―
宮
古
間
の
鉄

道
敷
設
運
動
を

始
め
た
。
県
議

篠
民
三
は
じ
め

菊
地
理
七
、
菊

地
長
七
、
小
成

周
蔵
ら
で
あ
る
。

　
明
治
　
年
松

２５

方
内
閣
の
と
き
、

盛
岡
出
身
の
代

議
士
伊
東
圭
介

の
働
き
に
よ
り
、

兵
衛
、
釜
石
町
長
服
部
保
受
ら
が
上

京
、
盛
山
線
（
盛
岡
―
山
田
間
）
お

よ
び
三
陸
沿
岸
線
の
請
願
を
行
っ
た
。

　
大
正
９
年
７
月
９
日
、
盛
岡
市
長

北
田
親
氏
、
県
議
会
議
長
大
矢
馬
太

郎
、
盛
岡
銀
行
常
務
金
田
一
国
士
ら

８
人
が
首
相
原
敬
、
政
府
首
脳
、
貴
・

衆
両
院
に
山
田
線
（
別
称
盛
宮
線
）

速
成
を
陳
情
、
７
月
　
日
盛
岡
―
山

２８

田
間
鉄
道
敷
設
法
案
が
貴
族
院
を
通

過
し
、
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。
当
初

盛
宮
線
と
し
て
宮
古
ま
で
敷
設
す
る

案
で
あ
っ
た
が
、
山
田
港
が
海
軍
予

木
巌
の
協
力
、
鉄
道
次
官
石
丸
重
美

の
助
力
を
得
て
測
量
を
終
え
た
。

備
港
で
あ
る
こ
と
か
ら

山
田
ま
で
延
長
、
そ
の

後
釜
石
ま
で
延
長
さ
れ

た
。
　
大
正
　
年
盛
岡
か
ら

１０

着
工
、
　

年
盛
岡
―
上

１２

米
内
間
が
開
通
し
た
が
、
財
政
難
の

た
め
幾
度
か
繰
り
延
べ
さ
れ
た
。
代

議
士
熊
谷
巌
、
宮
古
町
長
中
島
源
三

郎
、
盛
岡
市
長
北
田
親
氏
、
代
議
士

高
橋
壽
太
郎
ら
が
奔
走
努
力
、
昭
和

９
年
宮
古
ま
で
開
通
し
、　

年
　
月

１０

１１

　
日
豊
間
根
駅
、
陸
中
山
田
駅
開
通
、

１７　
年
　
月
　
日
織
笠
駅
、
岩
手
船
越

１１

１１

１０

駅
開
通
、　

年
９
月
盛
岡
―
釜
石
間

１４

が
全
通
と
な
っ
た
。

　
山
田
線
の
開
通
に
よ
り
大
量
輸
送
、

高
速
時
代
を
迎
え
、
産
業
経
済
、
文

化
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
た
。

山
田
線
の
開
通
に

　
　
　
　
　
　
尽
力
し
た
人
々

や

ま

だ

の

５０

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
歴
史
人
物
と
そ
の
結
び
付
き
な
ど
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
執
筆
者

は
山
田
史
談
会
長
の
佐
藤
仁
志
さ
ん
（
豊

間
根
・
　
）
で
す
。

７２

　
大
正
８
年
、
盛
岡
市
長
北

田
親
氏
を
先
頭
に
宮
古
町
、

鍬
ケ
崎
町
、
千
徳
村
な
ど
関

係
市
町
村
長
が
大
蔵
大
臣
高

橋
是
清
、
内
務
大
臣
・
鉄
道

院
総
裁
床
次
竹
二
郎
、
農
商

務
大
臣
山
本
達
雄
ら
に
「
盛

岡
―
宮
古
間
鉄
道
速
成
」
の

請
願
を
行
っ
た
。

　
一
方
、
宮
古
町
長
関
口
松

太
郎
、
山
田
町
長
大
久
保
喜

重
治
、
町
議
佐
藤
善
太
夫
、

大
槌
町
吉
井
金
助
、
荒
井
儀

昭和１０年開通当時の陸中山田駅
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欣
欣

欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽

町
長
室
か
ら

【１７】

　
岩
手
県
中
学
校
駅
伝
大
会
で
、

山
田
中
学
校
チ
ー
ム
が
男
子
優

勝
、
女
子
準
優
勝
の
素
晴
ら
し

い
成
績
を
残
し
た
こ
と
は
本
号

で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

私
は
こ
の
快
挙
を
　
月
　
日
に

１０

１４

開
催
さ
れ
た
町
民
駅
伝
大
会
の

開
会
式
で
報
告
し
ま
し
た
。
初

め
て
聞
く
参
加
者
も
多
か
っ
た

と
見
え
て
、
期
せ
ず
し
て
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
触

発
さ
れ
て
、
当
日
参
加
し
た
小

学
生
選
手
の
中
か
ら
も
中
学
校

の
駅
伝
選
手
を
目
指
す
子
供
た

ち
が
育
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
▼

集
会
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
新

築
移
転
が
懸
案
と
な
っ
て
い
た

上
豊
間
根
地
区
に
、
名
称
も
上

豊
間
根
自
治
交
流
会
館
と
改
め

た
新
施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。

町
が
行
政
と
地
域
住
民
と
の
新

し
い
協
働
の
事
業
と
し
て
計
画

し
た
も
の
で
、
材
木
の
切
り
出

し
製
材
か
ら
地
区
住
民
が
手
掛

け
、
地
元
の
大
工
さ
ん
の
協
力

な
ど
も
得
て
格
安
の
工
事
費
で

進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

落
成
祝
賀
会
で
い
た
だ
い
た
、

心
尽
く
し
の
 松
 

ま
つ

 茸
 の
お
吸
い
の

た
け

何
と
お
い
し
か
っ
た
こ
と
。

　
　
山
田
町
長
　
沼
崎
　
喜
一

車いす２台を寄贈する

山田中学校吹奏楽部

　山田中学校吹奏楽部が、チャリティーコンサート

の寄付金で購入した車いす２台を町に寄贈しました。

贈呈式は１０月１６日に役場町長室で行われ、部長の清

水あずささん（３年）、副部長の澤村菜摘さん（３年）、

福士葉粒生さん（２年）らが出席。清水さんは「チャ

リティーコンサートに７９,４０４円の寄付がありました。

町のために役立ててください」とあいさつし、沼崎

喜一町長に目録を手渡しました。これに対し沼崎町

長は「福祉の心を伝える素晴らしいこの伝統を、ど

うぞ後輩の皆さんにも伝えていってください」とお

礼を述べました。チャリティーコンサートは平成９

年からほぼ毎年行われ、今回までに車いす６台、エ

アマット９台、現金約９万円などが町に贈られてい

ます。

－佐々さんから１０万円の寄付ー

　佐々ツヤさん（飯岡・７４）から、町に１０万円が寄

付されました。佐々さんは１０月１６日に役場を訪れ、

「わたしは福祉などで町に大変お世話になりました

ので、町のためにお役立てください」と寄付金を沼

崎町長に手渡しました。沼崎町長は「ありがとうご

ざいます。福祉向上のため、大切に使わせていただ

きます」とお礼を述べました。

町に温かい善意届く

１１月２５日 （ 日 ）

１２月２日 （ 日 ）
時間　午前９時半～午後２時

　　　(受け付けは午前９時～)

場所　織笠川特設会場

◆内容　諮サケのつかみ捕り（１日４回実施。４回

目は午後零時半～）諮サクラマスフィッシング諮

水産物直売（生サケ、新巻きサケ、イクラ、殻付

きカキなど）諮食堂（鮭汁、ハラッコ丼、ハラッ

コうどんほか）

◆参加料　諮サケのつかみ捕り…中学生以上１,２００

円、小学生１,０００円（いずれも１人１匹）諮サクラ

マスフィッシング…５００円（１人５匹まで。超過分

は１匹につき１００円追加。釣りざおの持ちこみは

自由です。ただし、ガラ掛け釣りは禁止します）

◆問い合わせ　役場産業振興課商工観光担当（察８２

－３１１１内線２３４）へどうぞ。

第１回

第２回

やまだ

三陸

織笠織笠川川



　宮古税務署では、１１月１日から国税に関する相談を

「電話相談センター」でお答えしています。どうぞご利用

ください。面接相談を希望する方は、あらかじめ税務署

に面接相談の日時を予約し、関係書類を持参の上、ご相

談ください。また、国税について不明な点があれば、い

つでも手軽に情報を入手できる国税庁ホームページ

（http：//www.nta.go.jp/）もご活用ください。

高高　電話相談センター（察６２－１９２１）　高高

電話相談センターの利用を

年末調整説明会を開催
　宮古税務署では、年末調整説明会を開催します。平成

１９年分の年末調整の仕方や法定調書・給与支払報告書の

提出方法などについて説明しますので、税務署から送付

された年末調整関係書類をご持参の上、お越しください。

◆日時　１１月２１日（水）午後２時～４時

◆場所　宮古市民文化会館大ホール

税を考える週間
　１１月１１日から１７日までは「税を考える週間」です。今

年のテーマは「少子・高齢社会を支える税」。この機会に

税金の仕組みや使い道について考えてみませんか。

岩手県最低賃金
１０月２８日に改定

　岩手県最低賃金が１０月２８日

に改定されました。

試岩手県最低賃金　時間額６１９円

試発効日　１０月２８日

試問い合わせ　岩手労働局（察

　０１９－６０４－３００８）へどうぞ。

町の期限付臨時
職員を一般公募

　町では、期限付臨時職員を募

集します。選考方法は書類審査

（履歴書）と面接です。

試職種　一般事務補助

試勤務場所と募集人数

・住民生活課…１人

・税務会計課…１人

試応募資格　町内に住所があり、

　パソコン操作のできる人

試賃金　日額５,４００円

試任用期間　１２月１日～来年３

月３１日

※住民生活課については、必要

に応じて最大１２カ月まで期間

が更新されます。

試申し込み方法　役場住民生活

課または各支所に備え付けの

履歴書に必要事項を記入し、

総務課へ提出してください。

試申込期限　１１月１４日

試問い合わせ　役場住民生活課

住民記録担当（内線１２３）、税

務会計課町民税担当（内線

１１１）へどうぞ。

普通救命講習会を
山田消防署で開催

　山田消防署では、救急車が到

着するまでの応急手当て法を学

ぶ普通救命講習会を開催します。

試日時　第１回…１１月２５日（日）

午前９時～正午

　第２回…１１月２６日（月）午後

　６時半～９時半

試場所　山田消防署

試内容　心肺蘇生法、ＡＥＤ（自

動体外式除細動器）の取り扱

い、止血法など

※実技がありますので、動きや

すい服装でお越しください。

試対象　町内在住者または町内

に勤務する人

試定員　各回とも３０人

試受講料　無料

試申込期限　１１月１８日

試申込先・問い合わせ　山田消

　防署（察８２－３１３９）へどうぞ。

心の健康講演会
お気軽に参加を

　本人は苦しんでいるのに周囲

の人にはなかなか理解されない

申うつ病疹について学ぶ「心の

健康講演会」が開催されます。

試日時　１１月１６日（金）

　　　　午後１時半～３時半

※受け付けは午後１時からです。

試場所　町中央公民館小ホール

試演題　「うつ病の理解と予防

～早期発見のポイントと上手

な接し方～」

試講師　智田文徳さん（社会福

祉法人盛岡いのちの電話理事）

試申込期限　１１月１４日

※講師にお聞きしたいことがあ

る場合は、申し込みの際にお

知らせください。

試申込先・問い合わせ　役場保

健福祉課健康づくり担当（内

線１６５）へどうぞ。

宮古税務署からのご案内
◆問い合わせ　宮古税務署（察62－4611）へ。

県立宮古高等技術
専門校で学生募集

試設置科と募集定員

・自動車システム科…１５人

・金型技術科…１０人

試受験資格　高等学校を卒業し

た人（平成２０年３月卒業見込

みを含む）またはこれと同等

以上の学力があると認められ

た人

試出願期間　１１月１９日～３０日

試試験日　１２月７日（金）

試願書の請求先・問い合わせ　

県立宮古高等技術専門校（〒

０２７－００３７　宮古市松山８－

２９－３　察６２－５６０６）へ。

11月の町長面談日
試日時　11月８日（木）

　　　　午前１０時～正午

試場所　役場４階特別応接室

※面談希望の人は役場総務課

内線４１３へご連絡ください。

試期日　１１月８日（木）

試時間と場所　

　午前９時～１０時…役場前　

　午前１１時～正午…道の駅やまだ

　午後１時半～４時半…山田高校

試問い合わせ　役場保健福祉課

健康管理担当（内線１６１）へ。

全血献血あります
皆さんのご協力を

国土調査成果の
登記事務が完了

　平成１７年度に着手した船越第

１６地割の国土調査の成果につい

て、このたび登記事務が完了し

ました。地籍図など測量成果が

必要な方は、お問い合わせくだ

さい。

試問い合わせ　役場企画財政課

国土調査担当（内線４３６）へ。

山田町長杯キッズ
サッカー大会開催

試日時　１１月２５日（日）

　　　　午前９時～

試場所　町総合運動公園サッ

カー場

試チーム編成

・Ｕ－８…小学２年生以下の子

供５人以上で編成

・Ｕ－１０…小学４年生以下の子

供５人以上で編成　

※４人以下でも参加できますの

で、ご相談ください。

試参加料　一人１００円

試申込期限　１１月９日

試申込先・問い合わせ　山田

サッカー協会事務局（町水道

事業所内・道又察８２－３１１１内

線２２３）へどうぞ。

【１８】

11月11日
     ～17日

まちで出会ったかわいい笑顔

【１９】

各種相談あります
お気軽にご利用を

◎女性の人権ホットライン

試期間　１１月１２日～１８日

試時間　平日…午前８時半～午

後７時　土・日曜日…午前１０

時～午後５時

試相談内容　暴力、セクハラ、

ストーカー行為など女性をめ

ぐる各種人権相談

試相談員　人権擁護委員など

試電話番号　０５７０－０７０－８１０

試問い合わせ　岩手県人権擁護

委員連合会（盛岡地方法務局

内察０１９－６２４－９８５９）へ。

◎高齢者・障害者なんでも１１０番

試日時　１１月１４日（水）

　　　　午後１時～５時

試面接相談場所　いわて県民情

報交流センター（アイーナ）

試電話相談番号　０１９－６５２－９８２０

試相談内容　高齢者や障害者の

法律・医療・介護・福祉サー

ビスなどに関する相談

試相談員　精神科医、弁護士など

試問い合わせ　岩手弁護士会高

齢者障害者支援センター（渡

辺・山﨑法律事務所察０１９－

６０４－６３２１）へどうぞ。

◎行政相談

試日時　１１月２２日（木）

　　　　午前１０時～正午

試場所　町中央コミュニティセ

ンター

試相談内容　国や県、市町村の

仕事で納得できないことなど

行政全般の相談

試相談員　行政相談委員

試問い合わせ　役場住民生活課

住民相談担当（内線１２８）へ。

◎療育巡回相談

試日時　１２月４日（火）

　　　　午前１０時～午後３時

試場所　保健センター

試相談内容　言葉の遅れや知的

発達の遅れなど、お子さんの

発達障害に関する相談

試相談員　県立療育センター職員

試申込期限　１１月２０日

試申込先・問い合わせ　役場保

健福祉課健康づくり担当（内

線１６６）へどうぞ。

●１ 10月21日に「とどろき祭り」

で轟木小学校と白石老人クラ

ブが合同で演じた劇は？

　佳とどろきの90年史

　加とどろきの99年史

　可とどろきの100年史

●２ 10月１日に開始された気象

庁の情報システムは緊急○○

速報？

　佳火災　加津波　可地震

●３ 10月２日に開かれた町民体

育祭で優勝した地区は？

　佳豊間根　加轟木　可荒川

●４ 今号の「１歳になりました」

に登場している赤ちゃん７人

のうち、男の子は何人？

　佳４人　加５人　可６人

【応募方法】　はがきに陰クイズ

の答え隠住所韻氏名吋年齢を明

記の上、応募ください。全問正

解者の中から抽選で１０人に５００

円の図書カードをプレゼント。

応募は一人１通です。

【応募先】　〒０２８－１３９２（住所

記載不要）山田町役場広報クイ

ズ係

【締め切り】　11月20日（当日消

印有効）

☆前回の正解は①－B、②－Ｃ、

③－Ｃ、④－Aでした。応募者

数は２１人で全員正解。抽選の結

果次の１０人が当せんしました。

山田＝奥村亮人（１０）、湊亜紀子

（１２）　船越＝大久保結衣（１２）、

黒沼吉雄（？）、冨山百恵（？）、

佐々木冴子（１１）　大浦＝山崎竜

輔（８）　大沢＝大町テイ子（？）

豊間根＝佐々木寿理（７）　神奈

川県川崎市＝外木久（２６）

<敬称略>

秋の全国火災予防
運動を展開します

　「火は見てる あなたが離れる 

その時を」を統一スローガンに

１１月９日から１５日まで秋の全

国火災予防運動が展開されます。

　火災予防パレードを実施

試日時　１１月１１日（日）午前１０

時５５分日本生命前出発

試場所　国道４５号（中央町）

試問い合わせ　山田消防署（察

８２－３１３９）へどうぞ。

「１１９番通報」は
落ち着いて正確に

山ぶどうを使った
料理を出品しよう

山田ジュニア陸上
教室に参加しよう

　本年度後期の山田ジュニア陸

上教室が開講されます。参加希

望の方は、直接会場へお越しく

ださい。

試開催日　１１月１０日、１７日、２４

日（いずれも土曜日）

※１２月以降の日程は後日お知ら

せします。

試時間　午前９時半～１１時

試場所　山田南小学校体育館

試対象　町内の小学生

試持参する物　タオル、飲み物、

室内用シューズ

※本年度初めて参加する人は、

保険料５００円が必要です。

試問い合わせ　山田ジュニア陸

上教室事務局（高橋察０９０－

７３３４－１８９９）へどうぞ。

　ミャンマー難民の子供たちへ

文具を贈るためのチャリティー

バザーが開催されます。

試日時　１１月４日（日）

　　　　午前９時～１１時

試場所　町中央公民館前

試出品物　食器、雑貨、衣類など

試問い合わせ　ガールスカウト

岩手県第２８団（菅原察８２－

２４５１）へどうぞ。

１１月４日にチャリ
ティーバザー開催

秋のわくわく祭
花まりんで開催

試日時　１１月１１日（日）

　　　　午前９時～午後２時

試場所　花まりん（船越公園内）

試内容　花苗、苗木、野菜、園

芸品などの販売、フリーマー

ケットなど

※フリーマーケットの出店希望

者は、１１月１０日までにお申し

込みください。

・区画　１区画３㍍×２㍍

・出店料　５００円

試申込先・問い合わせ　花まり

ん（松崎察０９０－１３９８－５５５１）

ヘどうぞ。

　宮古農業改良普及センターで

は、宮古地方「山ぶどう」果実

活用コンクールを開催します。

あなたも山ぶどうの果実を使っ

たアイデア料理を出品してみま

せんか。なお、原料の山ぶどう

が必要な方には、先着４０人に１

㌔ずつ提供します。

試開催日時　１２月４日（火）

　　　　　　午後１時～３時

試開催場所　シートピアなあど

※開催内容の詳細については、

後日申込者に案内します。

試申込期限　１１月２７日

試申込先・問い合わせ　宮古農

業改良普及センター（察６４－

２２２０）へどうぞ。

　１１月９日は「１１９番の日」で

す。１１９番通報をするときは、

次の５つのポイントを踏まえ、

落ち着いて正確に伝えましょう。

①火災・救急・救助などの種別

②発生場所（住所や目標物）③

火災・事故などの状況、患者の

状態や既往症など④通報者の氏

名・電話番号⑤携帯電話からの

通報は宮古消防署につながりま

す。通報後は消防署から再度照

会する場合もありますので、電

源を切らずにその場を離れない。

試問い合わせ　山田消防署（察

　８２－３１３９）へどうぞ。
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９月届け出分（敬称略）

〔出生〕（　）は保護者と性別

試山田　鳥井 朝  陽 （勝一・男）
あさ ひ

試田の浜　山崎 諒  太 （雅広・男）
りょう た

試大浦　秋田 捷  太 （克由・男）
しょう た

試織笠　佐々木 茉  莉  花 （繁・女）、山﨑 天  音 
ま り か あま ね

（武彦・女）

〔結婚した二人〕（　）は住所

清川大（豊間根）・福舘美保子（船越）

佐々木槙吾（大沢）・千葉幸枝（織笠）

阿部洸太（後楽町）・佐藤彩（釜石市）

金山幸二（川向町）・高野志穂（川向町）

平池泰周（飯岡）・中村恵里佳（静岡県浜松市）

渡辺和幸（大沢）・坂本ますみ（織笠）

〔死亡〕（　）は年齢

試山田　 孝勇（66）、佐  （76）、伊藤正

（71）、佐藤長利（53）、木村幸吉（80）、佐々

木元次郎（94）

試船越　菊地ヨウ子（77）、山﨑 市（83）、

田畑昭吉（76）

試田の浜　菊地和一郎（68）

試大浦　阿部秀信（90）

試織笠　福士喜悦（64）

試大沢　鈴木良子（51）、小野寺トセ（79）、

鈴木四郎（92）、石川カヨ（79）

試豊間根　豊間根昇（80）、小山 志（59）
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残
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●和 ●幸 

町民のうごき
（９月 1 日～３0日）

試出生……６人　　試転入……16人

試死亡……15人　　試転出……23人

試人口…２０,145人（今月減 16人）

　男…９,672人　女…１０,473人

試世帯数………………７,２42世帯

山 﨑 玲  聖 
りょう せい

（織笠・学・男）

糠 森　  光 
ひかる

（織笠・寿・男）

昆　  一  花 
いち か

（長崎・恵一・女）

中 鉢 弘  夢 
ひろ む

（飯岡・良樹・男）

中 居 月  詩 
る な

（豊間根・哲哉・男）

橋端 仁  惟  奈 
に い な

（田の浜・大助・女）

※敬称略・（　）内は地区名、保護者、

　性別です。

　町民劇場実行委員会では、

第２回町民劇場の団員を募集

しています。演目は作り育て

る漁業の原点を主題にした

「夜明けの浜」。１１月中旬か

ら練習を開始し、来年２月に

「鈴木善幸第７０代内閣総理大

臣を顕彰する事業」と合わせ

て上演する予定です。あなた

も町民劇場に参加し、団員の

皆さんと手づくりの舞台を楽

しみませんか。　

◆募集人員　スタッフ…３０人

　　　　　　キャスト…３０人（うち小中学生１０人）

◆申込先　町中央公民館（察８２－３１１１内線６２１）

◆問い合わせ　町民劇場実行委員会（馬場善也団長察８２－２０８４

　川端信作副団長察８２－２５５６）へどうぞ。

光光光光光光光光光光光光光光フフフフフフフフフフフフフファァァァァァァァァァァァァァイイイイイイイイイイイイイイババババババババババババババーーーーーーーーーーーーーー通通通通通通通通通通通通通通信信信信信信信信信信信信信信のののののののののののののの整整整整整整整整整整整整整整備備備備備備備備備備備備備備にににににににににににににに着着着着着着着着着着着着着着光ファイバー通信の整備に着手手手手手手手手手手手手手手手
　情報化社会に必要な高速インターネットを実現さ

せる光ファイバー通信「Ｂフレッツ」サービスが、

来年１月２１日から町内電話の８１局と８２局の地域（一

部ＮＴＴの設備状況により提供不可）で開始される

こととなり、各所で工事が進められています。これ

に合わせて県内外のＮＴＴ販売代理店やＮＴＴ東日本では、対象

地域の皆さんからの事前申し込みを受け付けています。申し込み

に当たっては、それぞれの利用環境、使用実態に合ったものを選

ぶとともに契約内容をよくお確かめの上、お申し込みください。

◆問い合わせ　NTT東日本岩手支店（察０１２０－４９１２４９）または役

場総務課情報管理担当（察８２－３１１１内線４１４）へどうぞ。

坂 本 大  地 
だい ち

（織笠・泰幸・男）

昭和６１年６月に上演された
第１回町民劇場「寛永の朝霧」

町民劇場団員を募町民劇場団員を募集集




